
下水処理水を活用した酒米栽培とその加工品の普及拡大を目指して
～下水処理水の農業活用を当たり前の技術に～
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背景と目的

化学肥料の原料は多くが
石油・石炭または、鉱石
である。かつ多くの製品
は輸入品である。これら
の現状は、持続性のある
農業を目指すなかで、解
決すべき課題である。

下水に多く含まれる、窒素・
リンは植物の栽培において、
重要な要素である。しかし、
それらの物質は大量に河川に
放流するとアオコの発生につ
ながる。そこで、処理水を農
業用水として利用することで、
様々な恩恵が得られる

日本酒の製造が盛んな秋
田において、老舗の酒蔵
さんと協力し、味やラベ
ルを自分たちで考え、形
にして販売。
今年は、お酒が飲めない
層にもアプローチするた
め、酒米を使って甘酒ア
イス作りにも挑戦
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化学肥料の原料の一つである
尿素は海外から95%輸入(図1)※１

化学肥料価格は、製造コストの6割が原材料費

肥料原料の国際価格や運送費の影響大

地域活性化

持続的な農業を目指す
上で化学肥料の依存度
を減らすことは重要
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肥料使用量を減らすことで
コストカット

・土壌の劣化
微生物バランスの崩れによる

通気性・保水性の悪化
・地下水や環境への影響

アオコの異常発生など
・原料の海外依存度 高
    国際情勢等で価格の変動が激しい

取組内容と結果

下水道

臭い・汚い

微生物処理を行い消毒された下水は

科学的に安全性が確認

しかし、下水道資源の活用法は広く普及せず…

公共用水域 下水処理場

水田

N,P,Kを豊富に
含む処理水

下水道資源を用いた
地域循環型農業

秋田県の強み

恵まれてた雪解け水と高品質な米を使った酒造り

日本酒づくり

地元の老舗酒蔵に製造を委託
商品化し、地元での販売

下水道資源の利用について
広く知ってもらうきっかけに

下水処理水を用いた酒造好適米(酒米)の栽培

栽培した酒米を用いた日本酒の商品化

日本酒を飲めない層に対しての加工品の検討

ZABZAB 売上本数

628本
販売！

秋田の老舗酒蔵 「出羽鶴酒造」とのコラボ

“酔思源”
地元 土崎の酒蔵 「那波商店」とのコラボ

純米吟醸酒“ZABZAB”
名前の由来は、中国の故事成句「飲水思源」に由来
「水を飲む者は、その源に思い致せ」すなわち
「万物の基本・根本を忘れずに大切にするべき」

田んぼに水と栄養が「ザブザブ」と注がれる情景と
Z→A→B・・・Z→A→Bと資源が循環していくイ
メージをアルファベットで表現

協和の写真
N(窒素)

～下水処理水の水質について～
どのくらいの栄養塩が含まれているの？

P(リン) K(カリウム)

*水質検査(危険性のほう)
・一般細菌
・大腸菌
・硝酸態窒素

2.2mg/L 3.0mg/L 10.6mg/L

通常の水道水と比べると
どうなのか比較

化学肥料の削減量

どのくらいの費用削減？(独自調べ)

基本投入量の推奨値
(N,P2O5,K2Oの3成分共通)

10aあたり7kg/year

今回の圃場が33aなので

23kg/year“不要”!!

土壌への影響

純米大吟醸酒

→酒米の日本酒以外の加工方法は？

“甘酒”に挑戦

普通はうるち米を用いて作るが、

今回は酒米を用いて自分たちでつくる

・普通に育てた酒米との品質との差
・収量には差はあるのか

学内の学生や先生にご協力いただき、
酒米を使用した酒米で 食味官能試験 を実施!
＊うるち米(あきたこまち)を基準値３として比較

“後味”と“飲みやすさ”
“総合評価”という点で
  酒米のほうが上回る(図3)
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考察とまとめ
課題：近くに下水処理場・施設がなければならない

処理水だけで栽培できるのか土が瘦せていくのではないか
商品の認知拡大・定着化

・将来的には、（農業用水として）下水処理水の使用を農業全体へ拡大
・プロジェクトの継続と自分たちの実証水田だけでなく、
農家さんに実際に下水処理水を使っていただき、意見をもらう

みどりの食料システム戦略において、2050年までに輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30%低減することが求められている。
そこで、私たちは未利用資源でありながら栄養塩を含む、下水処理水を化学肥料の代替として利用することを考えた。県内の実験田で化学肥料を使用
せず、処理水のみで酒米を栽培。収穫した酒米を、秋田の強みである酒づくりに使用、地元の企業とも協力しながら、地域の活性化に繋げていく。

数年間の栽培で蓄積したデータを基に、
タイマーで水の投入量を調整

～フルーティーな香りとふくよかな味わいのお酒～ ～優しい香りとすっきりとした後味のお酒～

甘酒づくり

これらの活動を通して、、、
秋田高専・地域が

学生たちで味やラベルを話し合い

良質な
雪解け水

みどり戦略との関連性

課題

熱や汚泥の活用は多く見られるが

処理水の有効活用はそれほど多くない

高品質な
酒米

子供からお年寄りの方まで誰もが飲める

秋田高専

那波商店出羽鶴酒造

日本酒だと学生が飲めない！
→日本酒が飲めない層に対しての認知拡大

酒蔵見学
ラベルや味を

自分たちで検討

高専祭で
ブース展示！

私たちが大事にしたのは
大仙市協和で作った酒米は
大仙の老舗酒蔵 出羽鶴酒造で
秋田市下北手で作った酒米は
地元の酒蔵 那波商店

・処理水だけでの栽培

・近くに下水処理場・施設がなければならない

まとめ

下水処理施設から実験田までをパイプでつなぎ、処理水を投入

新たな試み！

→土がだんだんと痩せていってしまうのではないか
解決策として、処理水の投入量を増やすことで対応

→どのように水田まで処理水をもってくるのか、水路？

・商品の認知拡大・新規商品の開発

将来的には処理水の農業活用が当たり前の技術となり
持続的な農業を支える一つのピースを担うように

秋田高専、地域の企業、自治体が連携した
この枠組みがさらなる発展をとげ、学生たちがそれを継いでいく

栽培した秋田酒こまち

米と麹、水だけから
作りました！
何度も試作を繰り返し
最適な比率を発見！

年間で8800円のコストカット!!

化学肥料は一切使わず、処理水の栄養のみで

醸造品質を満たす一等米の栽培に成功

地域と密着した
プロジェクトに!!

課題

教育(食育)

※1農林水産省 我が国と世界の肥料をめぐる動向 https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/jki/j_rep/monthly/attach/pdf/r5index-3.pdf

(千円)

肥料コスト

イベントに出展し
認知拡大!!

→ネット販売やSNSなどでの発信強化

・化学肥料を一切使わずに、下水処理水のみで高品質な酒米の栽培に成功
・地元秋田の酒蔵に協力していただき、二つの日本酒ブランド(酔思源・ZABZAB)を生み出す
・酒米を甘酒に加工するという新しい取り組み ＋ 総合評価の優れた甘酒に

「先人の知恵を、現代の技術と組み合わせブラッシュアップ」
江戸時代には、農業においてし尿を肥料源として使用することは当たり前に行われていた
その知恵を上手く生かし、安全性も確保した上で将来につなげる

処理水は無料！？

これから・・・

実験田 対照田

(R6,4月→R7,10月)
カリウム (mg/100g)

21.59
→14.1 

30.28
→24.7

(R6,4月→R7,10月)
(meq/100g)

16.08
→16.2

17.23
→16.1

(R6,4月→R7,10月)
リン酸 (mg/100g)

20.95
→18.5

24.63
→21.5

 (mg/100g) 0.23 1.19

(%) 36.0 41.2

土壌を人間の身体に
置き換えると、、

陽イオン交換容量は
“胃袋の大きさ”

つまり、土壌の保肥力を表す

塩基飽和度は
”満腹度合“

すなわち土壌にどれだけ
の養分が保持されている
かを表す

土壌データから
→陽イオン交換容量においては、
ほぼ同数値だが
各成分ごとに見ると、
実験田の方がやや劣っている
→理由としては、対照田は肥料を
加えているためだと考えられる

栄養塩とは？

自家製の甘酒

植物の生育に必要と
される元素を含む
無機塩類

雑味の元となるタンパク質が少ない
酒米だと味を変わるのでは…!?

※実験田;処理水のみ 対照田;化学肥料を使用

“地”で作ったものは
“地”で加工し
“地”で消費する

私たちが大事にしたのは

地産地消というもう一つの循環のカタチ

生産

加工

消費

甘酒特有の
臭み・雑味もない!!

環境
自治体(秋田県・秋田市・大仙市)

→ 実験田において栄養分の減少大
改善策；処理水の投入量を増やすことを検討

(n=14)
酒米加工品の新たな可能性の発見！？

表1 実験田と対照田の土壌データ

数多くの方から
名前を公募！

（R５～） (R7～)

名前の最終決定も
学生たちで！！

下水道資源の
活用

化学肥料の
使用量削減

我が国の農業経営において、
経営費に占める肥料費の割合は

約6～13%(図2)※１

クラウドファンディングで
資金集め!!

図1 R3年度 尿素 輸入相手国・輸入量
図2 経営費に占める肥料費の割合(R2年度)

図3 食味官能試験の結果
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